
まえがき＝ワイヤネット工は，1960 年代後半に土石流対
策の一つとして考案された透過型砂防堰堤である。ワイ
ヤネット工は 1973 年に試験的に施工されており，その構
造は図1に示すように吊索と横索からなるネットを主索
に取付けたかたちをしている。
　施工後，土石流がワイヤネット工に作用したがその機
能は発揮されず，また複数の吊索が破断して多量の土砂
が下流に流出することとなった。それ以来，ワイヤネッ
ト工は採用されなくなり，代わって鋼管フレーム構造の
堰堤が鋼製透過型堰堤の主流となって現在にいたってい
る。
　しかし，ワイヤネット工は河床に手を加えずにしかも
簡単に架設できるため，環境面に優れ，また土石流に襲
われる可能性の高い危険な河床での作業が減るといった
安全面での優位性があり，近年この堰堤が再び見直され
始めている。
　そこで今回，過去の経験を基に改良式ワイヤネット工
の開発を行った。本堰堤はすでに 2件の試験施工を完了
しており，それらを通して，上に述べたワイヤネット工
の有効性についても確認ができた。本報は，その開発内
容及び試験施工の実例を記述するものである。

1．土石流対策の歴史

　土石流は，流水が渓流の土砂や巨大な石を巻込むこと
により，もとの体積の何倍もの量にふくれあがった泥水
と礫の流れであり，大きな衝撃エネマちらみっている。áイ差性ち内



流のエネルギは減少し，








